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広範囲で多様な環境中（水・土壌など）から放射性セシウムを 
早急に除去することは最重要課題 

放射性セシウムが 

環境中に広く薄く分布 

 

黄色・赤色の高線量地域でも
1 平米あたりわずか百万分の
１グラム程度 

背景 
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問題が起こった直後（2011年3月）から多分野が融合して議論と実験を開始 
慎重に実証実験を重ねて今回の発表に至る 



人工青色顔料「プルシアンブルー」（PB）・・・セシウムイオン吸着剤。 
チェルノブイリでは牧草地への散布，飼料への添加により家畜の内部被ばく回避に使用。 

 

 ⇒ 環境中の放射性セシウムの回収にも期待 

プルシアンブルーを固定化して使い易く 

問題点 

・微粒子のため扱いづらく，回収困難 

・布につけても簡単に脱落 

セシウムイオン（Cs+）を 

取り込んだPBの構造 
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フェロシアン化カリウム 
K4[Fe(CN)6] 

塩化第二鉄 
FeCl3 
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メリット 
•作製方法が簡便・・・ライン生産に適用可能 
•強固にPBを固定化。使用中にPBが脱落しない 
•安価に製造可能（布の価格＋アルファ程度） 
•自由に成形可能 

フェロシアン化カリウム 
K4[Fe(CN)6] 

塩化第二鉄 
FeCl3 

布 

2011/8/19特許申請済 

発想の転換・・・布の上でPBを合成 

セルロース系繊維 

（いずれも食品添加物） 



除染布へのセシウムの吸着（非放射性セシウム） 

処理前後で水中のセシウムイオン濃度を比較 

水 10リットル（10キログラム） 
セシウムイオン 10ミリグラム 

99パーセント 
以上を回収 

10 g 

Cs Cs

Cs

・布1枚で最大80億ベクレル相当を吸着 

 

・10万倍の濃縮効果（分配平衡定数） 



雨どいから 
流れる水 

雨どいの水  

1リットル 

約20ベクレル  

検出限界 

（8ベクレル） 

以下に  

低濃度汚染水を飲料水規制値以下へ除染することに成功 

20 g 

現地での実証実験（１） 水の除染 

Cs

Cs

Cs



・1キログラムあたり3万ベクレルの汚染土壌から、70パーセントの
放射性セシウム除去に成功 
 
・非常に高い濃度の肥料を含む水からも、微量のセシウムイオンを
選択的に吸着できる 

鍋の中で加熱   

上澄液 
（高濃度肥料含む） 

土壌 

現地での実証実験（２） 土壌の除染 

土壌に肥料溶液を 

加える 
Cs

Cs



ほぼ100パーセントのセシウムを回収 

セシウムを除染布から回収 

セシウムを 

吸着した 

除染布 

希塩酸 
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専門家を必要としない 

小規模分散型放射性土壌除染システムへ 

濃縮後保管場所へ 

1、地元民やボランティアにより 
  除染できる 
 （専門家の立会いは不要） 
2、低コストで効率的に処理できる 
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Blue Pad of Cleanliness 

•容易に作れてプルシアンブルーが脱落しにくい 
 “放射性セシウム除染布”を開発 

•雨どいの水から放射性セシウムを吸着し、 
 飲料水規制値以下へ除染できることを実証 

•肥料成分添加と加温等により、 
 土壌から70%の放射性セシウム除去を実現 

•非常に高い濃度の肥料を含む水からも 
 微量のセシウムイオンを選択的に吸着 

•「汚染土壌を集積しない」、「専門家の立会い不要」、 
 「低コストで効率的な処理可能」な 
 小規模分散型放射性土壌除染システムを提案 

まとめ 




